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９月２１日（金）
兵庫県立歴史博物館

事業企画課
０７９－２８８－９０１１

県教育委員会記者クラブ
中播磨県民センター各報道機関

開催日時 イベント 内容 会場 料金 受付期間・受付方法

１０月２日（火）
～１１月２５日（日）

兵庫県政１５０周年記念展示
「スケッチでたどる近代兵庫の

あゆみ」

当館では今年度、兵庫県の成立１５０
周年を記念し、兵庫県の成り立ちと近
現代の様子を示す５つのテーマの展示
を５期に分けて実施します。第３期は、
兵庫県内の近代建築等のスケッチ画
の展示により、兵庫県の近代のあゆみ
を紹介します。

兵庫県政
１５０周年記念

展示室
（歴史工房）

無料

１０月６日（土）
～１１月２５日（日）

特別展「ほろよい・ひょうご
―酒と人の文化史―」

兵庫には酒造りにゆかりのある地域が
多く、様々な人が「ひょうご」の酒の発
展を支えてきました。特に、江戸時代
には伊丹や灘地域の酒が「下り酒」とし
て江戸で大人気となります。酒造家た
ちは様々な工夫を重ねながら酒を造
り、飲み手もまた趣向をこらしてそれを
味わいました。
本展では、江戸時代を中心にその歴
史と文化について紹介するとともに、
絵画や文学資料などを通して、酒と人
との関係を考えます。

ギャラリー

一般１０００円
大学生７００円
高校生以下

無料

１０月１７日（水）
友の会研修旅行
「舞鶴を訪ねる」

松尾寺、金剛院、引揚記念館、五老
岳、田辺城跡を訪ねます。

舞鶴
８５００円

入場料・昼食費
・保険

・事前申込
　受付期間は９月１０日(月）～９月２２日（土）

　往復はがきにて申込。

・定員４０名
　会員のみ。申込多数の場合は抽選。

１０月２０日（土）
１１：００～

特別展「ほろよい・ひょうご」
展覧会ガイド

解説：大黒 恵理（当館学芸員）

特別展「ほろよい・ひょうご」の担当学
芸員が、展覧会の見どころを解説しま
す。

ギャラリー
無料

特別展観覧料が
必要

１０月２１日(日）
１４：００～１５：３０

特別展関連講演会

「江戸で人気の下り酒とその流通」
　講師：大浦 和也 氏

（白鹿記念酒造博物館 学芸員）

兵庫県は、日本で最も日本酒を生産し
ており、その中心になっている地域が
江戸時代以来の酒どころである灘五
郷を擁する阪神地域になります。江戸
時代には、下り酒と呼ばれて人気を得
ていました。
今回は、江戸時代を中心に清酒の生
産から流通までをご紹介致します。

ホール 無料
・当日受付
・定員１００名（先着順）

１０月２８日（日）
１０：００～１５：００

歴はく倶楽部
「けん玉をつくろう」

ペットボトルとがちゃ玉を利用してけん
玉をつくります。

大手前公園
（ひめじ

国際交流
フェスティバル）

無料
・当日受付
　小学校４年生以下のお子様は保護者同伴

・定員１００名（先着順）

１０月２８日（日）
１４：００～１５：３０

特別展関連講演会

「江戸時代の酒造りと
元禄の酒復刻」
講師：秋田 耕治 氏

（小西酒造株式会社）

天文十九年（１５５０年）創業以来、４６
０有余年の歴史をもつ清酒白雪の醸
造元である小西家には、元禄時代から
明治時代に至る酒造りを記録した「酒
永代覚帳」（さけえいたいおぼえちょう）
四冊が残されています。
この一冊目の中から元禄時代の酒造
記録と、伊丹に伝わる酒造技術書等を
もとに、江戸下り酒を再現しました。そ
の再現の過程について、当時の資料
を交えながらお話しいただきます。

ホール 無料
・当日受付
・定員１００名（先着順）

〒670-0012　兵庫県姫路市本町６８番地
TEL：079-288-9011　FAX：079-288-9013
http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo
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１０月２日（火）
～１１月２５日（日）

兵庫県政１５０周年記念展示
「スケッチでたどる近代兵庫のあゆみ」

当館では今年度、兵庫県の成立１５０
周年を記念し、兵庫県の成り立ちと近
現代の様子を示す５つのテーマの展示
を５期に分けて実施します。第３期は、
兵庫県内の近代建築等のスケッチ画の
展示により、兵庫県の近代のあゆみを
紹介します。

兵庫県政
１５０周年記念

展示室
（歴史工房）

無料

１０月６日（土）
～１１月２５日（日）

特別展「ほろよい・ひょうご
―酒と人の文化史―」

兵庫には酒造りにゆかりのある地域が
多く、様々な人が「ひょうご」の酒の発展
を支えてきました。特に、江戸時代には
伊丹や灘地域の酒が「下り酒」として江
戸で大人気となります。酒造家たちは
様々な工夫を重ねながら酒を造り、飲
み手もまた趣向をこらしてそれを味わい
ました。
本展では、江戸時代を中心にその歴史
と文化について紹介するとともに、絵画
や文学資料などを通して、酒と人との関
係を考えます。

ギャラリー

一般１０００円
大学生７００円
高校生以下

無料

１１月１０日（土）
１３：３０～

特別展「ほろよい・ひょうご」
展覧会ガイド

解説：大黒 恵理（当館学芸員）

特別展「ほろよい・ひょうご」の担当学芸
員が、展覧会の見どころを解説します。

ギャラリー
無料

特別展観覧料が
必要

１１月１０日（土）
１４：３０～

特別展関連イベント

菰（こも）巻き実演
実演：株式会社岸本吉二商店

樽に菰を巻いていくようすを解説つきで
披露します。

ロビー 無料 ・当日受付

１１月１１日（日）
１３：３０～１５：３０

特別展関連イベント　館長トーク

「つくるひと・飲むひと
～酒づくりの今昔～」

実演：丹波流酒造り唄保存会
鼎談ゲスト：田中 康博 氏（田中酒造場 社長）

川石 光佐 氏（灘菊酒造株式会社 杜氏）

酒造り唄の実演と姫路の蔵元による
トークイベントです。

ホール 無料
・当日受付
・定員１００名（先着順）

１１月１８日（日）
友の会史跡ウォーク

「福崎を歩く」

神崎郡歴史民俗資料館・柳田國男-松
岡家記念館・柳田國男生家・三木家住
宅・神積寺を訪ねます。

福崎 ３００円
保険料・その他

・事前申込
　受付期間は１０月１日(月）～１０月１４日（日）

　往復はがきにて申込。

・定員４０名程度
　会員のみ。

１１月２３日（金・祝）
１４：００～１５：３０

歴史講演会③
「姫路城に戻れなかった大名

－榊原家－『姫路日記』をとおして」
講師：工藤 茂博 氏

（姫路市立城郭研究室学芸員）

歴代の姫路城主をみると榊原氏は酒井
氏についで長く在任し、通算で約50年
にもなります。その間、姫路での出来事
は『姫路日記』としてまとめられ姫路城
研究にも欠かせません。その日記をと
おして榊原氏と当時の姫路城を紹介し
ます。

ホール
３００円

友の会会員は
無料

・当日受付
・定員１００名（先着順）

１１月２５日（日）
①１０：００～１１：３０
②１３：００～１４：３０

歴はく倶楽部
「万華鏡をつくろう」

のぞくとすばらしい世界が広がる万華
鏡をつくります。

ロビー １００円

・当日受付
　受付時間は①１１：３０まで②１４：３０まで

　小学校４年生以下のお子様は保護者同伴

・定員午前・午後各２５名（先着順）

１０月・１１月のもよおしのご案内（１１月）　

〒670-0012　兵庫県姫路市本町６８番地
TEL：079-288-9011　FAX：079-288-9013
http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo


